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研究成果の概要：本研究は、「地域開発」とそれに伴う「環境破壊」や「公害」などを対象に、その歴史的展開
を分析・記録すること、今日の社会変化に応える歴史教育の授業として教材化できるようにすること、を目的に
して実施しました。その成果として、水俣病や各地の大気汚染などに関する地域資料の収集分析、研究会での報
告や、図書・論文としての成果の公開、勤務校や大学の教員養成の授業での教材化を行いました。

研究分野：歴史教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では、水俣病被害者によるアジア各地との交流の足跡、瀬戸内海や、尼崎、川崎の大気汚染公害の相互連
関の様子、横浜方式と地方の核関連施設開発の様子、水俣病被害とコロナ禍の類似性などを調査しました。歴史
学においては、戦後日本社会史研究の発展に貢献しています。社会科教育学では、「環境責任」という概念を軸
とした授業実践事例を研究論文として公開しました。また、知りえた内容は、社会活動に応用しています。環境
教育の分野で公害学習の今日的な普及を行い、歴史教育の分野で東アジア共通歴史教材開発、地域社会の変化と
世界史を結ぶ教材開発、歴史総合向け資料集作成を行いました。

奨励研究

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究の目的 
本研究は、「地域開発」とそれに伴う「環境破壊」や「公害」などを対象に、その歴史的展開を
分析・記録すること、今日の社会変化に応える歴史教育の授業として教材化できるようにする
こと、を目的にしています。 
研究の背景には、次の 6点があります。 
①日本では高度成長終焉から半世紀近くたち、多様な体験の記憶の検証と記録化が歴史研究の
対象となってきました。そのような研究の一環として、当時の地域開発やそれに反対する反公
害運動・住民運動で重要な要素となっていた人々の「学び」に着目し、地域社会の内部構造を、
今日と比較しながら内容的・方法的に考察する必要があると考えています。 
②特に「地域」と「公害」をめぐる歴史研究は、2011 年の東日本大震災と福島第一原発事故
を経験した日本社会にとって、歴史学や環境教育学、社会科教育学の在り方への再検討となる
とともに、実社会の課題にも歴史的考察を与えることになります。 
③このような地域を対象とした教育活動、歴史研究であっても、今日では、SDGs といった世
界的な活動目標や、環境汚染といった地域環境問題など、世界的・国際的な構造の中で捉える
必要があります。地域内部にある世界的な問題を明らかにしたり、対象に迫る私たちの視座や
認識をグローバルな視点で考察の対象としたりしながら、研究を進めたいと考えます。 
④もう一つの対象をとらえる視点として、認識論的転回後の歴史学や国際的な歴史認識問題、
構築主義的歴史教育論の到達点を踏まえたいと考えています。地域内部の多様な認識を組み込
む歴史研究と教材化を目指します。 
⑤新学習指導要領への移行が進み、「社会に開かれた教育課程」「探究的な学習」が強調される
ようになっています。学校を取り巻く地域社会の実情をつかみ、多様な立場の意見を把握し、
共生社会を目指す教育活動をいかに実現するか、歴史学・歴史教育の社会貢献の一環として実
践的に明らかにすることが求められています。 
⑥同時に、大学では教職課程の再編が進んでいます。新たな教育課題を踏まえ、地域に入り独
創的な授業を行える教員の養成のためのカリキュラム開発も必要です。 
 
 
２．研究成果 
（１）比較公害史資料調査 
水俣病被害者によるアジア各地との交流の足跡、瀬戸内海や、尼崎、川崎の大気汚染公害の相
互連関の様子、横浜方式と地方の核関連施設開発の様子などを調査しました。コロナ禍で県外
の現地調査は実施できませんでしたが、複数の資料館のデータベース検索を活用し、資料の取
り寄せを行うことができました。県内の事例については現地調査も実施しました。 
（２）コロナ禍との比較 
本研究は、新型コロナウィルス感染症の拡大で、現地調査や授業開発、研究発表ができなくな
るなど予定外の事態に見舞われました。一方で、水俣病学習からコロナ禍にいかせることにつ
いて検討を深めることができました。その成果の一部は、日本環境教育学会の研究会で報告を
しました。 
（３）勤務校の授業などへの反映 
勤務する中学校高等学校の社会科や総合学習において、環境の歴史、感染症の授業、水俣病学
習など成果を反映させました。また、ビキニ事件の歴史を共有するマーシャル共和国の学校と
オンライン交流を開始し、自分たちの環境について意見交換をしました。大学の社会科教育法
で、現在の感染症問題研究所の移転反対運動と旧陸軍軍医学校からの人骨発見問題につき教材
化し、履修学生の自主編成授業づくりに反映させました。 
（４）論文・図書としての公開 
「環境責任」という概念で過去の公害を比べ、未来への環境づくりに取り組む授業を開発し、
論文化しました。研究成果の一部は、『神奈川から考える世界史』（2021 年刊行予定）、『「とも
に学ぶ人間の歴史」授業ブックレット№9』（2021 年刊行予定）などの図書にも分担執筆し、反
映させました。 
（５）教材開発 
 研究成果の一部は、日中韓三国共通教材づくり（2022 年刊行予定）、日本環境教育学会と公
害資料館ネットワーク協同の公害学習入門書づくり（2021 年刊行予定）、歴史総合用資料集
（2021 年刊行予定）などにも反映しています。 
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